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兵庫県におけるオオサンショウウオの分布情報
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要　　旨

兵庫県内におけるオオサンショウウオの分布情報の集約にあたって，聞き取り調査，アンケート調査，既

存資料調査をもとに，607 件の情報を収集した．その結果，淡路島を除く兵庫県全域に本種は広く分布し

ていることが分かった．水系別に集計した結果では，情報収集の拠点が存在する円山川水系と市川水系で最

も多くの分布情報が得られた．年代別に集計した結果では， 1990 年以降は聞き取り調査およびアンケート

調査によって多くの情報が集まったが，1990 年以前は既存資料調査による割合が高かった．現在より 10

年前の 1996 年以後とそれ以前の分布情報の比較を行うと，出水による流下等の偶発的な発見による情報源

の偏りはあるが，過去には多くの水系でより下流域にまで分布している傾向が確認された．
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はじめに

オオサンショウウオ（Andrias japonicus）は，文化

財保護法や種の保存法，絶滅危惧Ⅱ類（環境省自然環境

局野生生物課，2006）に指定されている大型の両生類

であり，岐阜県以西の本州と四国及び九州北部に広く分

布する（栃本，1988）．とりわけ兵庫県の河川上流から

中流域では，多くの生息地が確認されている（環境庁自

然保護局，1978；栃本，1988）．しかし，兵庫県内で

はこれらの既産地以外にも，様々な河川において分布が

確認されているが，それらの情報は一部の関係者だけが

把握する情報，地域の関係者だけが把握している情報等

も多く，現状では分布情報が散在していると考えられる．

散在する分布情報のデータベース化は，生息適地の推
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定や絶滅リスク評価を行う上で貴重な資料となることが

国内外で指摘されており（Graham et al．，2004；三橋・

鎌田，2006），特に，古い標本情報や聞き取り情報，年

代別に区別されたデータは，広域的な生息地管理を実現

する上で重要な役割を果たす （Gibbs et al., 2005）．例

えば，河川改修が行われた場所において，過去には分布

が確認されていたが，最近になって発見されない種があ

るとすれば，著しい環境改変の影響を疑わねばならない．

一般に，開発等による生息場所の消失は，即座に影響が

検出されるものではなく，数世代といった長期間を経て

表面化する場合もある（Nichols and Williams 2006）．

特に，本報で扱うオオサンショウウオは，寿命が 60 ～

80 年と極めて長いため（小原，1985；栃本，1995），

短期間の野外調査のみでは個体群の継続性を検討するこ

とが困難な種である．したがって，生息地評価において

過去の分布情報の活用が不可欠な状況にある．

本報告では，生息地管理の基礎情報の一元的な集約を

目的として，兵庫県内におけるこれまでのオオサンショ

ウウオの分布情報についてデータベース化を行う．今回

の情報収集において，年代別データの集約が期待される

ことから，1) 聞き取り調査，2) アンケート調査，3) 既

存資料等調査の 3 つの手法によって情報を収集し，得

られた情報の特性について検討する．

方　　法

オオサンショウウオの分布情報に関する調査は，兵庫

県内を対象として，1) 聞き取り調査，2) アンケート調査，

3) 既存資料調査により行った．それぞれの調査方法に

おいて，収集する情報を可能な限り統一するため，｢ 発

見された年月日 ｣，｢ 河川名称 ｣，｢ 発見場所の地名 ｣，

｢ 位置情報（緯度・経度：日本測地系）｣，｢ 情報提供者

｣，｢ 備考 ｣ とした．このうち，｢ 位置情報 ｣ については，

精度を向上させるために，情報提供者に対して 5 万分

の１地形図を聞き取り調査時に提示もしくはアンケート

用紙に添付して，位置情報の記述を依頼した．また，文

献や報告書から得られた既知の分布情報については，文

中の地名等の記述から，5 万分の１地形図を用いて特定

可能な精度で緯度・経度を記録した．｢ 発見された年月

日 ｣ については，正確な年月日等が不明の場合は，判定

可能な範囲までの情報を記録した．これらすべての分布

情報は，地理情報システム（Arc Veiw3.1）を用いて，

ポイント形式（ESRI 社，Shape File 形式）にてデータ

ベース化を行い，分布図を作成した．さらに，この分布

情報をもとに，年代別，水系別，確認場所別の発見数に

ついて集計を行った．以下，情報を取得した方法別に詳

細に説明する．

聞き取り調査

聞き取り調査は，2006 年 10 月から 2007 年 2 月に

かけて，社団法人兵庫県自然保護協会（以下，保護協会

とする）および兵庫県内水面漁業組合連合（以下，漁業

組合）に対して，口頭による面談方式にて実施した．保

護協会は，武庫川水系を中心として兵庫県全域でオオサ

ンショウウオの分布・生態調査を 15 年以上実施してき

た実績があり，本報の著者を含む 2 名に対してヒアリ

ングを実施した．漁業組合については 17 組合を対象と

し，各組合長または理事を中心に代表，年配者，または

オオサンショウウオに詳しい，計 17 名の方から聞き取

り調査を実施した．また，聞き取り中に，組合員以外で

地域のオオサンショウウオ情報に詳しい有識者の紹介を

受けて，同様の方法にて 21 名の方から調査を実施した．

アンケート調査

オオサンショウウオは国の特別天然記念物として文化

財保護法のもと，個体の保護が義務付けられている．そ

のため，地域の教育委員会文化財担当が発見情報を監督

する立場にあり，市町の教育委員会に情報が寄せられる

ことが多い．そこで，兵庫県における 44 市町の教育委

員会に対して，2006 年 12 月から 2007 年 2 月にかけ

て分布情報に関するアンケート調査を実施した．また，

行政関係者へのアンケートとは別に，分布情報が比較的

少なかった千種川水系では，別途に上郡町立上郡中学校

の生徒 65 名（世帯）にアンケート調査を実施して情報

の補足に努めた．

既存資料等調査

既存の資料については，主に以下の 3 つの資料を整

理した．1 つ目は，第 2 回自然環境保全基礎調査（緑の

国勢調査）として環境庁によって実施された日本の重

要な両生類・は虫類 近畿版である（環境庁自然保護局，

1978）．2 つ目は，姫路市立水族館所有の ｢ オオサンシ

ョウウ調査台帳 ｣ である．当水族館では市川水系でのオ

オサンショウウオ生態調査を 30 年以上に及び行ってお

り，この台帳には一般市民からの発見情報，河川工事に

関連した情報が記録されている．3 つ目は，著者らによ

る現地確認情報等である．これらの資料から，発見地点の

水系名と市町名および地名から詳細な地点を特定した．

結　　果

兵庫県内におけるオオサンショウウオの分布情報に関

して，聞き取り調査，アンケート調査，既存資料等調

査をもとに，合計 607 件の分布情報を整理することが

できた（表 1，表 2，図 1）．その内訳は，保護協会と

漁業組合から行った聞き取り調査が 171 件，各市町の
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教育委員会と上郡中学校から行ったアンケート調査が

192 件，既存資料等調査が 244 件であった．

調査方法別に検討すると，まず聞き取り調査で得た合

計 171 件の内訳は，保護協会から 80 件，漁業組合員か

ら 49 件，漁業組合から紹介を受けた有識者 8 名からの

39 件であった．

次に，アンケート調査では，県内 44 市町の教育委員

会を対象として実施し，43 市町から回答を得て，25 市

町における 189 件のオオサンショウウオの発見情報を

得ることができた．同じく上郡中学校を対象としたアン

ケート調査では， 協力いただいた 65 名の生徒のうち全

員から回答を得，3 名の生徒から発見情報を得ることが

できた．

最後に，既存資料等調査では，合計 244 件の発見情

報を整理できた．まず，「日本の重要な両生類・は虫類 

近畿版」 （環境庁自然保護局，1978）では，計 65 件で

あり，この内訳は，直接確認 8 件，文献 4 件，聞き取

り 53 件であった．次に，姫路市立水族館の ｢ オオサン

ショウウオ調査台帳」では，計 179 件であり，この内

訳は，市民による発見が 176 件，工事中に発見が 3 件

であった．この情報源の特徴は，姫路市立水族館の調査

拠点が市川上流にあること，水族館が市川下流に立地し

ていることが関係し，分布情報の約半数にあたる 87 件

は市川水系によるものだった．

年代ごとの分布情報およびその内訳を表 1 に記す．

まず，1950 年代以前の情報は計 6 件であり，今回行っ

た聞き取り調査・アンケート調査により得ることができ

た．1970 年代と 80 年代では，既存資料からの情報が

それぞれ全体の 7 割以上を占めた．当然ながら，今回

新たに聞き取り調査およびアンケート調査を実施した

ため， 1990 年代以降の情報が多くなった．また，ここ

10 年間（近年：1997 ～ 2006 年）とそれ以前（過去：

1937 ～ 1996 年）に区別して，発見地点の分布状況を

比較した（図 2）．その結果，過去の分布は，近年に比

べてより下流域での発見情報が含まれていた．

水系ごとの分布情報およびその内訳を表 2 に記す．

集計結果から，円山川水系で 178 件，市川水系で 143

件であり，この 2 水系で全体の分布情報の 53％を占め

ている．円山川水系では 178 件のうち，66 件を養父市

教育委員会から，21 件を日本・モンゴル民族博物館か

ら得ることができた．市川水系では 143 件のうち，87

件を姫路市立水族館から得た．しかし，岸田川，竹田川，

矢田川，竹野川，由良川では，それぞれ 10 件以下と少

数であった．

分布調査に伴って得られた備考情報を参照すると，本

種の発見場所として 12 タイプがあり，計 103 件の備考

情報が集まった（表 3）．一般市民による本種の発見は，

水田の用水路への迷入（63 件）が最も多く全体の 61％

を占め，様々な水系から報告された．その他，特徴的

な発見のされ方として，｢ 釣り上げられた ｣，｢ 姫路城

の外堀で発見 ｣，｢ テトラポットの間で発見 ｣，｢ 河川工

事中に発見 ｣，｢ 路上で泥にまみれていた ｣，｢ 農地で立

ち往生していた ｣，｢ 砂州の陸部での発見 ｣，｢ 堰堤下部

での発見 ｣ 等があった．漁業組合からの報告では，カニ

カゴへの進入情報（10 件）が多く寄せられた．他にも，

もんどり（6 件），はえなわ（2 件）での偶発的な捕獲

が報告されている．

表２ 各水系における発見情報の件数

括弧内は，水系ごとの累計に対する百分率を示した．

表１ 各年代における発見情報の件数

括弧内は，年代ごとの累計に対する百分率を示した．

表３ オオサンショウウオの発見場所とその特徴
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図１ 兵庫県におけるオオサンショウウオの発見情報（1937 ～ 2006 年）

 は本種の発見場所を示す．
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図２ 年代別によるオオサンショウウオの発見情報の比較

 は 1937 ～ 1976 年の，○は 1977 ～ 1996 年の，     は 1997 ～ 2006 年の本種の発見場所を示す．
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考　　察

本調査で行った 3 つの調査方法によって，これまで

散在していたオオサンショウウオの分布情報 607 件を

集約することができた．その結果，淡路島を除く兵庫県

の主要な13水系で本種の分布を確認することができた．

山地を流れる上流域だけでなく，田園地域や市街地付近

等の中下流域からも確認事例が多く，河川上流域から下

流域にかけて広い範囲に生息していた（図 1）．しかし，

淡路島や阪神間に位置する六甲山系のような急峻で流域

面積が小さい河川での記録はほとんどなかった．ただし，

鳥取県や広島県では，規模が小さく勾配が緩やかな河川

からも報告事例があることから （野村，2001；桑原ほか，

2005；岡田，2006），詳細な現地調査等の実施により，

兵庫県の日本海側にある勾配の緩やかな小河川において

も今後発見される可能性は残されている．

今回得られた記録年代については，最も古い 1937 年

の夢前川水系における聞き取り記録から，2006 年の最

新のものまで得ることができた．当然ながら，過去にな

るほど記録数は減少し，情報を入手できた調査方法の

貢献度が年代ごとに異なる．古い年代ほど聞き取りやア

ンケート調査の相対的な貢献が大きく，約 20 年前にあ

たる 1990 年を境にして過去の情報が乏しい傾向にあっ

た．その中で，20 年前のまとまった発見情報を得られ

たのは，調査報告書の役割が大きかった．特に，1970

年代には 146 件と情報が多いが，これは 1978 年に発

行された環境庁による調査（65 件）の貢献によるもの

である（環境庁自然保護局，1978）．こういった行政主

導によるモニタリング調査の継続が広範囲にわたる分布

の概略とその変遷を知る上で重要であることを再認識で

きた． 

得られた発見情報に基づき，年代を 10 年前の 1997

年を前後して二分することで，過去と近年との分布を

比較したところ，過去の方がより下流域にも確認例があ

った（図 2）．これには，3 つの可能性が考えられる．1

つ目は，下流域では河川改修や堰堤の設置，水質等によ

る生息環境改変の影響が大きいために生息数が減少した

こと， 2 つ目は上流域での砂防工事や大規模な災害復旧

工事によって流域全体の生息数が減り，それにともなっ

て流下個体の数も減ったこと，3 つ目は実施された調査

地点自体の偏りである．本調査によって原因を特定する

ことは難しいが，1996 年以前の分布情報が示すように

（図 2），より下流域でも生息可能だとすると，今後の生

息地管理を進める上で重要な観点となる．仮に現時点

でオオサンショウウオの生息を確認できなかったとして

も，過去の分布確認地点については，隠れ場所の創出や

上下流への移動を可能とする迂回路の設置等を検討すべ

きである．

水系別に調査結果を検討すると，円山川水系で 178

件，市川水系で 143 件と，両河川が他よりも圧倒的に

多い．このことは，生息密度が高いこと，災害復旧等の

大規模な改修工事が実施されたことで発見数が多くなっ

たことに加えて，地元市町の文化財担当者によるデータ

の集約体制が整っていること，さらには情報拠点となる

博物館相当施設が立地することも関係している． 特に，

養父市および旧但東町（現豊岡市）では，文化財担当者

と社会教育施設が密接な連携をとっている．養父市の場

合には，オオサンショウウオの全長や体重，捕獲場所の

詳細状況等を付随した属性情報まで適切に管理されてお

り，他の市町にとっても適切なモデルになると思われる．

記録の方法等については，県内および全国的に統一した

様式が必要であり，今後の体制整備が課題である．

今回の調査では，多くの方の協力を得てデータを集約

することができたが，その反面，データの精度や正確性

については，若干の課題があることも言及しておきたい．

本種は繁殖期の前になると，繁殖場所として利用する巣

穴を探索するために数百m ～ 4km 移動することが知ら

れている（田子，1931；若林ほか，1976；桑原ほか，

1980； 柿 木，1998； 上 田，1988；Kawamichi and 

Ueda，1998，田口，2006）．このような移動によって，

水田の用水路へ進入する場合や，横断工作物の周辺（陸

部や下部），支川周辺の陸地等を徘徊する場合もある．

そのため一般市民に発見されやすく，本流から離れた場

所の記録も多くなっている．漁業組合から得た情報には，

漁具による捕獲事例が多数含まれている．カニカゴやは

えなわ等は下流域で設置される場合が多いため，情報が

下流域に偏っている可能性が考えられる．逆に，人里か

ら離れた河川では，漁業組合の関係者等の訪問頻度が低

いことに関連して，小河川での発見件数が少ない可能性

も懸念される．また，上流部の災害により，強制的に下

流へと流出したことで，一箇所に集中して発見されるこ

ともある．実際に，兵庫県豊岡市を流れる円山川水系出

石川では，2004 年の台風 23 号によって被災したため

に，100 個体を越えるオオサンショウが下流の中川井

堰下にて発見された（神戸新聞，2005/06/09：付記）．

同様に円山川水系建屋川でも，1990 年の台風 19 号に

よる増水で 100 個体以上のオオサンショウウオが発見

されている（栃本，1992）．このように，本種の分布情

報には発見状況に応じて偏りがあり，その解釈には本種

の生活史や洪水による流下の影響を考慮に入れる等注意

が必要である．

今回の調査データにおける偏りに対して若干の懸念が

あるものの，昆虫等他の分類群と異なり，本種の成体を

誤同定する危険性は低い．ただし，本種の幼生について

は誤同定をする可能性があり，渓流性のヒダサンショウ

ウオやハコネサンショウウオとの混同を防ぐために，学
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識者から得られた情報を除いて細流での小型個体の発見

情報は省いた．このように，分布情報から得られた生息

範囲については，本種が主に生息する区間だけを指し示

すものではないが，長い寿命のなかで移動し得る範囲で

あることは間違いない．得られた分布情報と各種環境要

因との関係性をさらに解析し，オオサンショウウオの生息

適地の評価や保全計画へと活用されることを期待したい．
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付表１ 兵庫県におけるオオサンショウウオの発見記録

得られた情報を水系順に整理した．また各水系においては，年代順に並べている．
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付表１ 続き
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